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関 係 法 .6. jJ 
法 律 当 ） の一 部 を 改正する人事院規則
0一般職の職員の給与等 に関する法律の一 （同9 -40- 6 )  12・15
部を 改正する法律 （ 92) 12・13 。 同 規則15 1 （ 職員の勤務時間 等の
0一般職の職員の給与等 に関する法律 及び 基準） の一部 を 改正する人事院規則
国家公務員の寒冷地手当 に関する法律の （同15- 1 - 1 ) 12・15
一部 を 改正す る法律（1 00) 12・24 。 同 規則15-12 （非常 勤職員の勤務 時
0 教育職員 免許法等の一部を 改正する法律 間 及び休暇） の一部 を 改正する人事院規
( 10 6) 1 2・ 28 則（同15-12-3) 1 2・ 1 5
。 同 規則 1 - 4 （現行の法律， 命令及
府 令 び規則の廃止） の一 部 を 改正する人事院
0寒冷地手当支給規則の一部を 改正す る総 規則 （同 1 -4-7 ) 12・24
理府令（総理 58) 12 ・ 2 6 。 同 規則9 - 6 （ 俸給の調整額 ） のー
部 を 改正す る 人事院規則J （同9 - 6 -12) 1 2 ・ 24
省 令 。 同 規則9 -34 （初任給調整手当）の
o国立の学校にお け る授業料その他の費用 一部 を 改正す る 人事院規則 （ 同9 34-4) 12・24
に関する省令の一部を 改正す る省令 。 同 規則9 -57 （ 教職調整額の支 給方
（ 文部39 ) 1 2 ・ 1 法等 ）の一部 を 改正す る 人事院規則
（同 9 -57- 4 )  12 ・ 24
規 則 。 同 規則9 -68 （義務教育等教員特別
o 人事院規則 9 - 2 （俸給表の適用範囲 ） 手 当 ） の一部 を 改正す る 人事院規則
の一部 を 改正す る 人事院規則 （同9 -68- 3) 12 ・ 24
（ 人事院 9 - 2 - 8 ) 12・ 1 0最高号俸 等 を 受け る職員の俸給の切り替
。 同 規則 9 - 8 （初任給， 昇格， 昇給 え （同 9 -87) 12・24
等の基準） の一部 を 改正す る 人事院規則
（同9 -8-9 ) 12 ・ l 官斤報告
0一般職の職員の給与等に関す る法律の一 。 人事院規則 9 87 （最高号俸 等 を受ける
部 を 改正す る法律 （ 昭和63年法律第92号 ） 職員の俸給の切 り 替え） に定め る人事院
の施行に伴 な う関係人事院規則の整理に の権限 及び所掌事務の一部委任に関し，
関す る人事院規則 （同 1 -15) 12・15 決定し た件 （ 人事院公示 12 ) 12・24
。 同 規則 9 -40 （ 期末手 当 及び勤勉手
諸
AQ冨
議
昭和63年度第18回補導協議会（12月 2日）
（審議事項）ノ
(1) 秋の大学祭につい て
(2) 昭和63年度在来生合宿研修につい て 〆
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(3) 昭和64年度入学生行事 日 程について
は） その他
昭和63年度第4回附属図書館商議会(12月 9日）
（審議事項）
(1) 図書購入費の追加経費について
(2) 図書館の電算化委員について
昭和63年度第7回事務協議会（12月12日）
（議 題）
(1) 当 面する諸問題について
昭和63年度第9園部局長懇談会(12月16日）
（議 題）
(1) 当 面す る諸問題について
昭和63年度第3回国際交流委員会(12月16日）
（議 題）
品同寺ー
( 1) 昭和64年度富山大学国際交流事業基金募集要項
（刻について
昭和63年度第11回評議会(12月16日）
（審議事項）
報 第302号
(1) 昭和64年度富山大学入学者選抜試験推薦入学 及
び社会人特別選抜合格者の判定につ いて
(2) 昭和64年度共通第1 次学力試験富山大学試験場
試験実施要項について
(3) 富山大学国際交流事業計画について（継続）
昭和63年度第2回国際交流委員会学術交流部会(12月
16日）
（審議事項）
( 1) 昭和 64年度富山大学国際交流事業基金募集要項
（割について
(2) その他
庶務係長会議(12月19日）
（議 題）
(1) 当 面する諸問題について
昭和63年度第19固補導協議会（12月19日）
（審議事項）
(1) 当 面する諸問題について
(2) その他
人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容 任命権者
昇 ff: 64. 1 . 1 藤 本 幸 夫 助教授（人文学部） 教 授（人文学部） 文 部 大臣
fl 神 川 康 子 講 師（教育学部） 助教授（教育学部） 富山大学長
fl 後 藤 敏 伸 講 師（教育学部 ） 助教授（教育学部） II 
fl 諸 問 晴 美 講 師（教育学部） 助教授（教育学部） " 
学 内 諸 報
本学国際交流事業基金による各種事業の募集について
第1種海外派遣事業（A)
1 . 趣 旨
このたび， 昭和64年度本学国際交流事業基金で実施
する各種事業の募集 を 次の と お り 行ってお り ます。 本
事業に応募 を 希望する場合は ， 所属部局等の担 当 係に
申し出て， 所要の手続き を 行うよう お 知ら せ します。 富山大学（以下 「本学」 という。） に お ける研究・
教育の国際交流推進の一環 と して， 本学の教官 を そ
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の専攻す る 学問分野’等につ い て 調査研究の た めに，
交流協定 を 締結した 遼寧大学に派遣す る 。
2 . 派遣対象者及び予定者数
本学教官の職にあ る 者
3. 派遣期間
3ヶ月以内 と す る 。
4 . 出発の時期
1 名
昭和64年 4 月 1 日か ら 昭和65年 3月31日までの 聞
に出発可能な 者 と す る 。
5 . 支給経費
(1 ) 国内旅費
本学か ら 国際空港までの閉め往復旅費（鉄道賃，
日 当 及び宿泊料） を 支給す る 。
(2 ）航空賃
国際空港 を 起点 と し た 往復航空賃（エコノミー
クラス以下のでき る だけ低廉 と な る 運賃 を 利用す
る もの と す る 。 ） を 支給す る 。
6. 申請手続
派遣 を 希望す る 者は ， 次に掲げる 書類 を 所属部局
長に提出す る 。
(1 ) 申請書（様 式 1 ) 
(2 ) 申請者調書（様 式 2 - 1 ～ 2  ) 
7 . 提出期限
昭和64年 2 月 28日（火）まで と す る 。
8. 選 考
選考は ， 富山大学国際交流委員会が行い， その結
果は所属部局長 を 通じ申請者に通知す る 。
9. 報 告書の提出
派遣者は， 帰国後速やかに派遣報 告書（様 式 3 ) 
を 学長に提出す る こ と 。
10. その他
(1) 滞在費 は ， 遼寧大学が負担す る ため支給し な い。
(2) 支度料は ， 支給し な い 。
第1種海外派遣事業 （ B) 
1 . 趣 旨
富山大学（ 以下「本学」 と いう。） に お け る 研究・
教育の国際交流推進の一 環として， 本学の教官等 を
その専攻す る 学問分野等につ い て 調査研究の た めに
海外に派遣す る と と もに， 本学の教官， 事務職員等
を国際交流業務につい て 理解 を 深め又は同業務の遂
行 を 円滑に行う た め締結し た 大学若しく は 締結しよ
う と す る 海外の大学に派遣す る 。
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2 . 派遣対象者及び予定者数
本学の教職員 3名
3 . 派遣期間
原則として， 2 週間以 内とす る 。
4. 出発の時期
第302号
昭和64年4 月 1 日か ら 昭和65年 3月31日までの 聞
に出発可能な 者 と す る 。
5. 支給経費
支給額は， 40万円 を 限度 と し ， 次に掲げ る 旅費 を
支給す る 。
(1) 国内旅費
本学か ら 国際空港までの聞の往復旅費（鉄道賃，
日当 及び宿泊料） を 支給す る 。
(2 ） 航空賃
国際空港 を 起点 と し た 往復航空賃（エコノミー
クラス以下のでき る だけ低廉 と な る 運賃 を 利用す
る もの と す る 。） を 支給す る 。
(3) 滞在費
文部省在外研究員 規程で定め る 日当， 宿泊料を
支給す る 。 た だ し ， 支給額が限度額 を 超える 場合
は， 日 当 ， 宿泊料を 減額調整す る こ と ができ る 。
6 . 申請手続
派遣 を 希望す る 者は ， 申請書（様 式 4- 1 ～ 2 )  
を 所属部局長に提出す る 。
7. 提出期限
昭和64年 2 月 28日（火）まで と す る 。
8 . 選 考
選考は ， 富山大学国際交流委員会が行 い ， その結
果 は 所 属部局長 を 通じ申請者に通知す る 。
9. 報 告書の提出
派遣者は， 帰国後速やかに派遣報 告書（ 様 式 5 )
を 学長に提出す る こ と 。
1 0. その他
(1 ) 支 度料は， 支給し な い。
(2 ) 所属部局長 は， 申請者が複数の場合は推薦ill員位
を 付す る こ と 。
第2種外国人研究者の招へい事業（A)
l 趣 旨
富山大学（ 以下「本学」 と し汁。）にお け る 研究・
教育の国際交流推進の一環 と し て ， 交流協定 を 締結
し た 遼寧大学の研究者 を その専攻す る 学問分野等に
つ いて調査研究の た めに， 本学に招へいす る 。
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2 . 招へ い対象者及 び予定者数
遼寧大学の研究者 1名
3 . 招へい期間
3ヶ月 以 内 と す る。
4 . 招へいの時期
品同ーチ
昭和64年 7月 1 日か ら 昭和65年 3月31日までの聞
に 来学が可能 な者 とする。
5 . 支給経費
(1) 国 内旅費
本邦の出入港 を 起点 と した本学までの聞の往復
旅費 （鉄道賃， 日 当 及び宿泊料） を 支給する。
(2) 滞在費
滞在費 は ， 1 日 5,000円 を 本学到着の日か ら 本
学出発日の前日までの日数 に 応じて支給す る。
(3) 国 内視察旅行等の旅費
支 給総額は 5万円 を限度 と して、 本学か ら 目的
地までの往復運賃 （ 鉄道貨， 車賃， 船賃等） を 支
給する。
6 . 申請手続
招へい を 希望す る者は ， 次に 掲げる書類 を 所属部
局長に提出する。
(1 )  招へい 申請書 （様式 6 - 1～2 ) 
(2 ) 招へ い候補者調書（様式 7- 1～2 ) 
7. 提出期限
昭和64年 2月28日（火）まで と する。
8 . その他
遼寧大学か ら 本邦までの往復旅費は， 遼寧大学が
負担するた め 支給し な い。
第2種外国人研究者の招へい事業（ B) 
1 . 趣 旨
富山大学（ 以下「本学」 と し寸。）に お ける研究 ・
教育の国際交流推進の一環 と して， 日本滞在中の著
名な外国人研究者 （ 外国 に お お むね10年以上在住し，
現に その国の学界で活躍して い る日本人研究者 を 含
む。 以下同じ。） を 招へいし， 本学の研究者 と の討議，
意見交換， 研究指導， 講演等 を 通じて， 本学の研究
・教育の発展に 寄与す るこ と を 目的 と する。
2. 招へ い対象者及び予定者数
(1) 招へ い 対象者
イ． 我が固 と の聞 に 国交関係の あ る国の国 籍 を 有
する者
ロ． 日本国籍 を 有する者 で， 外国 に お お むね10年
報 第302号
以上在住 し ， 現に その国の学界で活躍 し て い る
者
(2） 予定者数 若干名
3. 招へ い 期間
5日間 以内 と する。
4. 招へい 時期
昭和64年4月 1 日か ら 昭和65年3月31日までの 聞
に 来学 が可能な者 と する。
5 . 支 給経費
(1）旅 費
日本国 内の滞在地か ら 本学までの 聞の往復旅費
（ 鉄道賃， 車賃， 船賃， 航空賃） を 支給する。
(2) 滞在費
滞在費は ， 1 日16,900円 （日当4,200円， 宿泊
料1 2,700円） を 本学 滞在日数に 応じて支給する。
6 . 申請手続
外国人研究者の招へい を 希望する者は ， 次に 掲げ
る書類 を 所属部局長に提出する。
(1) 招へい 申請書 （ 様式 8 - 1 ～ 2 ) 
(2) 招へい候補者調書 （様式 9 - 1 -2 )
7 . 募集及び提出期限
募集 は ， 前期及 び 後期の 2 期に 区分して行うもの
と す る。 申請書等の提出期限 は ， 前期に あ っては 昭
和64年 2月2 8日（刈まで と し， 後期に あ っては 昭和64
年 6月30日ゆまで と する。
8 選 考
選考は， 富山大学国際交流委員 会が行い， その結
果は 所属部局長 を通じ 申請者に 通知する。
9. 報 告書の提出
外国人研究者 を 招へいした者は， 招へい期間満了
後， 速やか に 招へい 報 告書 （ 様式10） を 学長 に 提出
するこ と 。
10 . その他
(1) 他の機関か ら 旅費又は 滞在費等 を 支給 さ れて い
る場合 は ， 滞在地か ら の往復運賃のみ を 支給し，
給与 を 受けて いる場合 は ， 5 . (1）に 準じて旅費 を
支給する。
(2) 同伴者の経費は負担し な い。
(3) 外国人研究者が来学可能で・あるこ と を確認でき
る文書 を 既 に 得ている場合は ， 申請書類に 添付す
るこ と 。
(4) 外国人研究者の講演 等 に 対する謝金 を 必 要 と す
る場合は， 招へい経費に 含めて 申請す る こ と 。
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第3種外国留学への奨学事業
1 . 趣 旨
品同・チ
富山大学（以下「本学」 と いう。） に お け る 教育の
国際交流推進の一環 と して ， 外国への留学 を希望す
る 本学の学生に対し， 奨学のための学資金 を 給与す
る こ と を 目的 と す る 。
2. 応募資格
(1) 富山大学に在籍す る 学生（研究生， 聴講生等 を
除く。） で， 昭和64年 度中に私費で外国への留学 を
決定（予定も含む。）して い る 者 と す る 。
(2) 学業成績が優秀であ る こ と 。
3. 支給学資金額。
学資金 と し て 10万円 を 限 度 と して 支給す る 。
4. 支給方法
学資金 は ， 原則 と して 渡航時に一括支給す る 。
5 . 募集人員
若干名
6 申請手続
学資金 を希望す る 者は ， 次に掲げ る 書頼 を 所属部
局長 を 通じ学長に提出す る 。
(1) 申請書（様 式11 1 ～ 2  ) 
(2）受入れ大学等か ら の受入 れ を 承認す る 文書
(3) 指導教官等の推薦状（様式12)
(4) 前年 度の学業成績証明書
7. 提出期限
外国の大学等へ留学しよ う と す る 3ヶ 月 前まで と
す る 。
8. 選 考
選考は ， 富山大学園際 交流委員会が行い， その結
果は 所属部局長に通知す る 。
9 . 報告書の提出
奨学生は， 帰国後速やかに派遣留学生に関す る 報
告書（様式13）を学長に提出するものとする。
第3種外国人留外生への奨学事業
1 . 趣 旨
富山大学（以下「本学」 と し汁。） にお け る 教育の
凶際交流推進の一環 と し て， 外国人留学生に対し．
奨学のために学資金を給付することを目的とする。
2. 応募資格
本学に在籍する外国人留学生で， 次にit!；げる要件
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を備えた 者とす る 。
(1) 経済的 な 理由によ りー 学費の支弁が困難で あ る
こと
(2) 学業成績が優秀で・あ る こ と。
3. 支給学資金額
学資金として月額l万円を支給する。
4 . 支給方法
(1) 学資金の支給日 は ， 毎 月 20日 と し， 当日が日曜
日等によ り支給でき ない場合は ， 翌 日 以降の支給
でき る 日 と す る 。
(2) 支給期間内にお い て ， 支給日以前に本学 を 離れ
帰国の途に着く等によ り本学に戻 ら ない場合は 、
当該 月 及び翌 月 以降 は 支給し な い。
5. 支給期間
昭和64年 4 月 1日から昭和65年 3 月 31日までの 1
年 間 と す る 。 ただし， 勉学状況等で学資金 を 支給す
る にふさわしく な いと判断された と きは ， 奨学期 間
中で あっても， 学資金の支給 を 停止す る こ と が あ る 。
6 . 募集 人員
10名以内とする。
7 . 申請手続
学資金を希望する者は、 次に拍げる書類を所属音｜；
局長 を 通じ学長に提出す る 。
( 1) 申請書（ 様式14- 1 ～ 2 )  
(2) 指導教官等の推薦状 （ 様式15 )
8 . 1是出期限
昭和64年 5月10日（ノぬまで と す る 。
9. 選 考
選考は ， 富山大学国際 交流委員会が行い， その結
果 は 所属部局長に通知す る 。
第3種外国人留学生への宿舎費補助事業
1 . 趣 旨
富 山大学（以下「本学」 と いう。 ） に お け る 教育の
国際交流推進の一環 と し て守 外国人留学生が本学の
寄宿舎等の国設宿舎に入尉できず民聞の宿舎（借間，
下宿， アノイート， マンション を いう。 以下同じ。） に
入居した場合に． 入居時における宿舎費の負担lを軒
滅す る ため， その経費の一音｜； を 補助す る こ と を 目的
と する。
2 . 応募資格
本学にft.：給する外国人留学生で. K聞の宿舎に入
討した者 と す る 。
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所属部局長 を 通じ学長に提出す る 。
5 . 選 考
選考は， 富山大学国際交流委員会が行い， その結
果 は 所属部局長に通知す る 。
3. 支給金額
宿舎費補助 と し て ， 入居時に3万円 を 支給す る 。
4. 申請手続
宿舎費補助 を 希望す る 者 は ， 昭和64年 5 月10日�l\)
ま でに 外国人留学生宿舎費補助 申請書（様 式 16） を
人文学部語学文学科校舎の完成について
人文学部校舎の新営第I期工事 が昭和63年 4月附属 学教育学部丹羽助教授によ る 壁面 を 飾 る こ と にして お
図書館横に着工きれ， 同年11月に竣工し た 。 り ， 目下制作中 であ る 。 ま た ， 建物全体には ， 明 る き
この新校舎の 面積は， 延べ2, 137m＇の鉄筋コン クリ とゆとり を 追 及 し た現代の校舎感覚が随所に生か さ れ
ート4階建で， 語学文学科の研究室， 演習室， 講義室 て い る 。
等 が設け ら れ て い る 。 校舎の竣工に伴い， 12月21日か ら 27日 ま での間に語
なお， 正面玄関には， 77m＇のホールが あ り ， こ こ に 学文学科の移転 を 計画どお り無事終了し， 1 月11日か
は人文学部の理念であ る 「思索」 を テーマにし た ， 本 ら 新校舎で授業 及び研究 を 行う予定 で あ る 。
( ij：）移転した語学文学科関係教官の構内電話番号は， 従来と同じのほか， 事務室2163， 教官談話室2162， 講師控室2164である。
語学文学科校舎平面図
1階平面図 何日”URu －－－－－－－
－－ －－－－
室気電
ピ ロ テ
2階平面図
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3階平面図
IJl�li[J.J文’す
両it 11'1 本 議議弓
ξl 11 
議議定（2)
4階平面図
•l'it!Mi小＇＂＇立ンJ
4面 対 話ξ
新校舎全景 移転作業風景
海 外 渡 航 者
渡航の種類 ｜ 所 属 i 月故 ｜氏 名 渡 航 先 国 ｜ 目 自ワ ｜期j 間
マラソンランナーの栄養と時 I ｜教育学部 教 授｜山地 啓司 アメリカ合衆国 ｜差，－関する調査・研究I I I 63. 12. 14 
アメリカ地球物理連合秋季大 \ II I ll11 手 丸山 茂徳 アメリカ合衆国！！会及びA SL O集会に出席 63. 12. 1 1  
8 
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〈住所変更〉
教育学部
文部事務官 山 田
（学務係）
豊
理学 部
教 授 堀 越
（ 地殻進化学）
叡
附属聾護学校
教 諭 高 畑 庄 蔵
（ 高等部）
助 手 小 松 美英子（ 形態学）
主 要 行 事
19日 庶務係長会議
本 部｜ 第四回補導協議会
20日 第 6 回入学者選抜方法研究委員会専門委員
1 2月1 日 第15回北陸地区国立学校施設担 当者連絡協 �』:;; 
議会（於：金沢大学 ） 2 1日 昭和64年度大学入学者選抜共通第 1 次学力
2 日 第18回補導協議会 試験実施担 当 者会議（於：東京イイノホー
3 ～ 4 日 第38回北陸三県大学学生交歓芸術祭（写真 ル ）
部門 ） 21 ～25日 公 開講座「健康・ スポーツ教室（硬式テニ
4 日 経消学部特別選抜入試 ス）」
7日 人文・理 ・工学部特別選抜入試 23日 昭和 6 4年公 開講座第1 回委員 会
8 日 第 4回会計係長会議 一般設備費等要求説明会
9日 第10回入学試験管理委員会・第 9 回入学者 学務関係担 当 者打合せ会
選抜方法研究委員会合同委員会 27日 改正給与法学内 説明会
第1回共通第 1 次学力試験実施委員会 2 8日 仕事納め
12日 第 7団事務協議会
13～14日 昭和63年度厚生補導研究会（ 於：小川温泉）
15日 営結関係要求説明会 文 品千同
16日 第11回評議会
国際交流委員会第2 回学術交流部会 12 月 2 日 学部入学者選抜方法検討委員 会
第 3回国際交流委員会 6 日 係長会議
第9回部局長懇談会 7 日 社会人特別選抜検査
17日 特別選抜合格発表(lo: oo～ ） 学部将来計画委員会
- 9 -
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語学文学科移転作業説明会
12日 学部将 来計画委員会（持回り）
13日 語学文学科移転作業打合せ会
14日 学部教務委員会
教授会
人 事教授会
授業終了
15日 学部拡大教務委員会
17日 社会 人 特別選抜検査合格者発表
20日 語学文学科新校舎使用方法説明会
2 1 ～ 27日 語学文学科移転作業
学
｜教育学部｜
1 .2月 3 日 情報教育課程専門委員 会
6 日 学部カリキュラム委員会
7 日 学部予算委員会
附属養護学校入学者選考
8 日 情報教育課程運営委員会
附属養護学校新入学児童・ 生 徒合格発表
8 ～ 9 日 附属幼稚園入園者第一次選考（発育検査）
12日 附属幼稚園入園者第二次選考（抽選）
13日 教育実習委員 会
学部入学者選抜方 法検討委員会
14日 学部教務委員 会
教授会
人 事教授会
17日 情報教育課程専門委員会
19日 附属幼稚園第二学期終業式
20日 教育学部附属教育実践研究指導セン タ一連
営委員会
2 1日 人 事教授会
22日 冬季休業（ 1 月 8 日ま で ）
附属中学校， 附属養護学校第二学期終業式
23日 附属小学校第二学期終業式
26～ 27日 富山大学教育学部公 開講座
（於 附属教育実践研究指導センター）
経済学部
12月1 日 消火訓練
4 日 推薦入学 及び社会 人 特別選抜
報 第302号
7 日 推薦入学及び社会 人 特別選抜選考委員会
8 日 各種委員選考委員会
14日 学部教務委員会
学部入学方法検討委員会
人 事教授会
教授会
17日 推薦入学及び社会 人 特別選抜合格者発表
21日 財務委員会
人 事教授会
教授会
24日 授業終了
理 学 部
12月5 日 学部入試改善委員会
6 日 係長会議
7 日 社会 人 特別選抜検査
8 日 学部教務委員会
14日 教授会
人 事教授会
17日 社会 人 特別選抜検査合格者発表
22日 授業終了
26日 機種選定委員会
工
12月 5 日 事故対策委員会
7 日 工学部推薦入学第 2 次選考
13日 学部改革検討委員会
14日 教授会
工学研究科委員会
専任教授会
16日 学部補導委員会
17日 工学部推薦入学合格者発表
19日 係長連絡会
12月 7 日 将来計画委員会
14日 教務委員会
教養部長任期検討委員会
nu 
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19日 機種選定委員会
21日 教授会
24日 冬季休業（ 1 月10日まで）
26日 将来計画委員会
機種選定委員会
学 報
I 1：糟管理 センタ一｜
第302号
12月l日 臨時健康診断（体育会 スキー実習参加者）
6日 II ( II ) 
8日 II （教育学部 II ) 
｜附属図書館［ 13日 II （体育会 II 
12月 2 日 図書館増築に伴なう検討小委員会
6 日 係長事務打合せ会
9 日 第4 回商 議会
12日 係長事務打合せ会
14日 図書館事務電算化ワーキング・ クぃループ打
トリチウム科学センター
12月 2 日 R ・ I教育訓練講 演会
5日 R · I健康診断
合せ会
16日 II II ｜地域共同研究センター｜
19日 係長事務打合せ会
12月 6 日 名古屋大学工学部関係者視察
23日 第 2届経営者 ・研究者交流会実行委員会
（於：富山技術開発財団）
資 料
来年度に開催予定の主要会議及び大会行事予定表
期 間
会 議 の名称 王 催 者 名 �』エ 場 参加範囲 参 加 予 定 人 数月 日 （担 当 課） 県 内 県 外 計
10 7～9 日本考古学協会昭 日本考古学協会 富 山 大 学 全 国 100 300 400 和64年度大会 富山大学実行委員会
日本トライボロジ
10 25～27 一学会第34期全国 日 本i閏 滑学会 II II 500 500 1,000 
大会
未 定 未 定 日本音響学会研究 日本音響学会 100 900 1,000 II II 発表会
応用物理学会北陸 50 50 100 
II II 応用物理学会 北陸支部 II II ～ ～ ～ 支部合同講演会 100 100 200 
克雪 ・ 利雪技術研 克雪・手IJ雪技術研究会 未 r疋Lー・ 北陸地区 75 25 100 II II 究会地方講演会
北陸地区国立学校 北 陸 1012 II 施設担当者連絡協 富山大学施設課 富 山 大 学 13 17 30 
議会 国立学校
3 北陸5大学施設相 北 陸：子 8 7 15 II II II 5 大当者協議会
1i ’EA 
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給与法の改正について
1 . 俸給表の 改 定「一般職の給与等に関す る法律及 び国家公務員 の寒
冷地手 当に関する法律の一部 を 改正する法律案」 は 昭
和63年12月21日に第 113回（臨時）国会で成立 し ， 同
月24日に昭和63年法律第 100号 と し て 公布， 施行 さ れ
俸給表が別記の と お り 昭和63年 4 月 1 日に さ か の
は。って 増額改定さ れ た 。
2 . 諸手 当 に関す る改正
fこ。 諸手 当 の 改正要点は次の と お り。
本学職 員 に関する給与 等 改正の 内 容 は 次の と お り 。
- 12 
給与種目 改 正 要 占
初任給調整手当 ｜ 医系教官｛医師免許所有者（医ト適用者を除く。）｝
支給額 初年度 43,500円→44,500円
( 6 年間据置）
支給期間 35年（改正なし）
扶 養 手 当 ｜ l 手当額の引上げ
配 偶 者 15,000円→16,000円
配偶者以外の扶養親族（2人まで）
4,500円（改正なし）
配偶者のいない職員の扶養親族（1人のみ）
10,000円→10,500円
上記以外の扶養親族 1,000円（改正なし）
2 所得限度額 年額 90万円（改正なし）
3 子孫及び弟妹に係る 扶養親族の要件を満18歳に達
する日以後の最初の3月31日までとする。
住 居 手 当 ｜ 1 借家， 借聞に係る 手当額の引上げ
最高支給限度額 18,000円→21,000円
（最高支給限度額に対する家賃額
37,500円→43,500円）
基礎控除額 11,000円（改正なし）
全額支給限度額 9,500円（改正なし）
｛全額支給限度額に対する家賃額
20,500円（改正なし）｝
1/2加算限度額 8,500円→11,500円
2 自宅居住者 1,000円（新築等の場合， 当該日か
ら5 年 2,500円）（改正なし）
俸給の調整額 ｜ 定額表の改正
ただし書の号俸に係る 額の引上げ及びただし書の一
部削除
教 職 調 整額等 ｜ 教職調整額が支給きれない職員（教頭）の加算額の引
上げ
教（コ3級の者 > 5,800円→5,900円教日3級の者
ただし， 次に掲げる場合にあっては， それぞれの額
を5,900円に加算する。
1 教（コ3級17号俸の者…・・・・・900円
（直前に教（ゴ2級33号俸を受けている場合に 限
る）
2 教（�3級22号俸の者…・・・1,800円
（直前に教（弓2級38号俸を受けている場合に 限
る）
根拠法令等
（適周年月日）
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昭和64年 l J J 1 H 発 行 学 報 第302号
給与法の改正について
（ 週休 2 日 制 関係 ）
「一般職の給与等に 関す る 法律の一部 を 改正す る 法
律」 が 昭和63年 12 月 13日に 昭和63年 法律第92号 と し て
公布 さ れ， 昭和64年 1 月 1 日か ら 施行さ れ る こ と にな
り ま し た 。
こ の法律の施行に 伴い ， 週休 2 日制 及 び勤務時間制
度が次の と お り 改正にな り ま し た 。
1 . 休 日
行政機関の休日が， 日曜日， 毎 月 の第 2 ・ 第 4 土
曜日， 休日法に定め る 休日 及 び 12 月 29日か ら 1 月 3
日までの 臼 と な り ま し た 。 た だ し ， 本学で は 閉庁方
式 を と ら な い の で毎 月 の第 2 ・第 4 土曜日は 休日 と
な り ませ ん 。
2 . 週休 2 日制 関 係
く〉訂正 （ お わ び）
「勤務 を 要 し な い 時聞の指定」 が廃 止 さ れ， 毎 4
週間 ご と の期間内に 6 日の勤務 を 要 し な い日（土曜
日 ・日曜日 ） を 設 け る こ と と な り ま し た 。 た だ し ，
教育公務員 等で授業等に支障 の あ る 者につ い て は ，
従前 ど お り です 。 ま た ， 勤務 を 要 し な い日に特に勤
務 を さ せ る 場合には ， 一定期間 内にお い て 勤務 を 要
し な い日 を 変更 で き る こ と と な り ま し た 。
3 . 勤務時間関 係
職員の勤務時聞 は， 週休土曜日の あ る 週は 月 ～ 金
曜日の 5 日間に割 振 り ， 週40時間 と し ， そ れ以 外の
週 は 月 ～ 土曜 日 の 6 日間に割振 り ， 週44時間 と し ，
1 週間 当 り の勤務時聞 が42時間 と な り ま し た 。
学報 昭和63年 1 2 月 1 日発行 第301 号
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